
日経 ウーマン エンパワーメントプロジェクト

2026年度のご提案 (2026.2.10）
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ジェンダー平等経営で、多様性を組織の力に。企業の成長エンジンに。

世界経済フォーラムが発表している「ジェンダーギャップ指数2025」において、日本の順位は148カ国中118位です。これはＧ7中最下位

であるだけでなく、韓国や中国、ASEAN諸国よりも低い順位です。経済分野の日本の順位は112位。管理職に占める女性の割合の低さや男

女間賃金格差の大きさが、大きな課題となっています。国内では、「2020年代の可能な限り早期に指導的立場の女性を３割に増やす」とい

う目標が掲げられていますが、世界はすでに、取締役会など意思決定層の多様性を確保する段階にあります。国連もSDGsで「ジェンダー平

等と女性のエンパワーメント」を重要目標に定めています。

なぜ、組織に多様性が必要なのでしょうか。それは変化の激しいビジネス環境においては、新たな視点や異なる意見を取り入れ、組織のイ

ノベーション創出力や変化対応力を高めることが欠かせないからです。SDGsの根幹である「ジェンダー平等」への取り組みは、企業の社会

的責任やガバナンスとも深く関わっています。

企画趣旨
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企画趣旨

すべての人々が自分らしく、生き生きと輝ける社会を目指して。

このような環境の変化のなかにあっては、ジェンダー平等や多様性を企業経営の視点で考えていくことが欠かせません。

そこで2020年、日本経済新聞社と日経ＢＰが共同で「日経ウーマンエンパワーメントプロジェクト」を始動。1年を通じて複数回

実施する大型イベント「ジェンダーギャップ会議」や、新聞・ウェブメディア・雑誌などの媒体を大いに活用し、企業様のブランド発信、

採用戦略、人材育成のお手伝いをしてまいりました。

日本経済新聞朝刊、日経WOMAN、日経ウーマンWeb、日経ビジネスでの掲載のほか、コンソーシアム（加盟企業同士での勉強会やネット

ワーキング）など、日経グループの総力を挙げて取り組みます。

企業成長につなげるためのコミュニケーションの一助としてご活用いただければ幸いです。
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企業経営におけるジェンダーの取り組み

経営や業績における意思決定でも多様性は欠かせません。

男女の賃金格差是正、経済産業省からの「共働き・共育て支援」施作などが打ち出され、

ジェンダーギャップ解消に向けた企業の取り組みが求められています。

Topics③
令和5年度「Nextなでしこ銘柄」
共働き・共育て支援（男女問わない両立支援）に
関する設問を拡充し、取組を進める企業を最大30
社程度選定し、3月下旬に発表予定。

Topics②
男性育休取得率
仕事と育児や介護の両立に関する改正法案が閣議決定。
男性の育休取得率の公表義務対象を、1000人超の企業か
ら300人超に拡大し、取得率の目標値も100人超の企業
は公表が義務化。

日経電子版2024年3月12日

Topics①
女性役員比率と総資産利益率（ROA）
上場企業において、女性役員比率が高いほどROA
の直近3期平均も高い傾向で、効率的に利益を稼げ
ている。
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8月の社長会当日と、3月の国際女性デーを山場に参加企業

のメッセージを総括。ジェンダー平等、多様性、公平性に

取り組む企業姿勢を、新聞紙面を通じて発信します。

紙面を通じたメッセージ訴求

勉強会やセミナーを通じて女性のエンパワーメントやダ

イバーシティについての理解を深められるほか、参画企

業とのネットワーキングも可能です。

日経ウーマン エンパワーメント コンソーシアム

1 | Input（勉強会・セミナー）

ジェンダーギャップ会議登壇

メディアタイアップ ほか

大型イベント「SDGsフェス」の中で、ジェンダーに焦

点を当てた会議を開催。先進企業の取組みを社会全体へ

情報発信します。タイアップでは各社の活動をインタ

ビュー記事で掘り下げます。

企画概要

「3つの柱」で社会・企業のコミュニケーションを活性化します

2 | Output（発信） 3 |Action（活動訴求）
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25年度加盟企業 24社



スケジュール

ウーマンエンパワーメント
コンソーシアム
（研究会）

日経BP女性向け媒体での
インタビュー記事掲載

大型イベント
ジェンダーギャップ会議

イベント採録

ACTION広告

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 3月1月 2月

勉強会やセミナーなどを全８回程度予定

プロジェクトシリーズ広告を２～３回実施予定（毎回ロゴを掲載）※回数未定

登壇・パネルディスカッション 登壇・パネルディスカッション（時期未定/仮）

採録

登壇・パネルディスカッション（時期未定/仮）

9/10(木)
＠丸ビルホール

採録

ウーマンエンパワーメントコンソーシアムでの勉強会、セミナー、ネットワーキング（オンライン＆リアル開催）

2 | Output

1 | Input

3 | Action

9月・3月に実施予定の大型イベントでの講演やパネルディスカッションでの情報発信
雑誌/Ｗebタイアップでの自社の活動発信

国際女性デーや社長会開催日やを山場とし、企業の取り組みを総括したメッセージをプロジェクトの
ACTION広告を年間２～3回程度掲載予定。 ※掲載月は変更の可能性があります

各社の情報発信（4月～3月の間で掲載）

2026年

8/28(金)
7:30-9:30 社長会

（リアル開催）
@ホテルニューオータニ

3月8日
国際女性デー

4/21(火) 15-17時
ノウハウ共有大会
（リアル開催想定）
@日経ビル2F Space NIO

10月勉強会
（リアル開催想定）

3月8日
国際女性デー

8月28日予定
社長会開催日

2027年

3月1週目想定
@渋谷

5~6月
プロジェクト広告

4月
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（オンライン開催） （オンライン開催）
1月勉強会
（リアル開催想定）（オンライン開催）

※12月は実施無し



※タイアップメニューは①Web or ②雑誌のどちらか１つをお選び頂きます。※日経ＢＰ・日本経済新聞社では上記メニュー以外で本プロジェクトや開催イベントをテーマとした編集記事を展開することがあります。

※メニューはご希望によりアレンジ可能です。日経電子版の追加誘導枠メニュー、国際女性デーに合わせた新聞・雑誌での企業広告出稿等につきましては、営業担当者にご相談ください。

※メニュー内容は変更の可能性があります。※原則、協賛出稿は日本経済新聞への単独出稿とさせていただきます。

※1/1、4/1、10/1など弊社が規定する特異日での出稿は含まれておりません。

※社名変更、合併広告、上場挨拶広告等、臨時もの料金が含まれる出稿は含まれておりません。

※本プロジェクトは2026年4月から2027年3月までのプロジェクトとなります。

※本メニュー協賛の料金には、サイト運営、サイトロゴ掲載料、イベント告知掲載料、イベント運営料、運営事務局料、採録掲載料、純広告掲載料などが含まれております。

ご協賛決定の段階から各項目によって経費は発生いたしますので、項目ごとにご請求させていただきます。詳細は弊社営業担当者にお問い合わせ頂けますようお願いいたします。

※デラックス協賛は100万円、チャンピオン協賛は300万円が事業費（NET）となります。

※ メディアプランで電子版メニューを選択された際は、「電子版広告費」として50万円計上いたします。

※採録記事では、編集プロセスの一部で生成AIの技術を活用する可能性がございます。生成結果はそのまま利用せず、編集者・記者が確認・加筆・修正したうえで掲載します。

※紙面体裁は、変更される場合がございます。

※契約広告主には、契約料金を適用させていただきます。※上記料金に消費税は含まれておりません。

※沖縄・長野印刷分は掲載されない場合がありますのでご了承下さい。

内容
チャンピオン
1500万円

デラックス
500万円

Input
勉 強 会

媒 体 特 典

「日経ウーマン エンパワーメント コンソーシアム」への参加
※年８回程度。リアルまたはオンライン。社長会有り。

● ●

Webメディア「日経ウーマンWeb」年間購読IDの提供（1年間） 50名まで 30名まで

調査レポート「女性が活躍する会社Best100に関する報告書」 ● ●

Output
大 型 イ ベ ン ト 登 壇

紙 面 で の 情 報 発 信

W E B で の 情 報 発 信

「ジェンダーギャップ会議」登壇 (9月、3月のうちいずれか1回） 単独講演（30分）

プレゼンテーション登壇
（15分）NEW! 

または
パネルディスカッション
※パネルは先着12社まで

「ジェンダーギャップ会議」採録 日本経済新聞 朝刊 全国版 (広告特集） ● ●

同 日経ビジネスおよび日経ウーマン（雑誌） 各１ページ ¼ページ相当

「ジェンダーギャップ会議」開催告知／募集サイトへの社名またはロゴ掲載 特別協賛 協賛

①「日経ウーマンWeb」 ネイティブタイアップ（Web・PR）1カ月掲載 ※詳細はp.16-18を参照 ★選択 ★選択

②「日経WOMAN」 2Pカラータイアップ（雑誌・PR）掲載 ※詳細はP.20-21を参照 ★選択 ★選択

日経ビジネス、日経WOMAN（雑誌）への会員企業ロゴ一覧 定期掲載 ● ●

「日経ウーマンWeb」 特設サイト内 会員ディレクトリ（会員ロゴ一覧）掲載 ● ●

タイアップ①or②の誘導：Web誘導・抜き刷り配布により、より広い読者層へのリーチを図ります。
①の場合ー日経ウーマンWeb(Web)ネイティブタイアップへの日経電子版誘導枠 50万円分 NEW! ※詳細の誘導メニューはp.22へ
②の場合ー日経WOMAN(雑誌）抜き刷り 1,000部 NEW!

★選択 ●

エンパワーメントレポート(web) 実施 （取材対象は1名）
※日経ウーマンエンパワーメントプロジェクトサイト内掲載 ※詳細はP.21へ

★選択
※チャンピオンのみ

ー

インタビュー記事またはタイアップ記事の2次利用権特別料金にて提供（オプション）50万円税別
※期間は要相談

● ●

Act ion
広 告 発 信

メンバーシップ参画企業様のお取組みを、日経新聞朝刊にて紹介文形式で発信
（5月プロジェクト広告、8月の社長会、27年3月の国際女性デーのタイミングに合わせての掲載を予定）※詳細はP.23へ ● ●

2026年メンバーシッププランついて
※金額は税別です
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ダイバーシティ先進企業の事例を学べる

人事部、D＆I担当者の育成ができる

社外とのネットワーキングができる

各種情報開示に実例として掲載できる

1 | Input（勉強会・セミナー）

日経ウーマン エンパワーメント コンソーシアム

●90分～120分の勉強会を、リアルまたはオンラインで年間8回程度開催

●参加者は毎回５名程度まで（オンラインは15名まで）

●各回ごとにテーマを設定。識者のレクチャーや最新事例の解説、Q&Aやディスカッションを行い、

事例とノウハウを共有します

●勉強会の動画アーカイブはいつでも閲覧可能です（一部を除く）

●トップマネジメント層が討論、メッセージを発信する「社長会」を年1回開催します

※日経xwomanの記事または広告で、コンソーシアムの模様が紹介される場合がございます。
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<2026年度 活動予定（仮）>
全８回のうち、３回をリアル、５回程度をオンラインで実施予定です。
下記は開催イメージです

2025年度 活動実績

9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※開催時期・内容は変更の可能性があります

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【リアル】超ショー
トプレゼン＆ノウハ
ウ共有大会＋懇親会

【リモート】2年連続総合1
位資生堂に聞く、最新D&I
施策＆現場の裏側

【リアル】社長会
（ホテルニューオー
タニ）

【リアル】何でも聞
いて！ ナレッジ共有
大会＋懇親会

【リモート】企業の
LQBTQ＋対応、何が
正解？

【リモート】
有識者によるレクチャー

【リモート】有識者
によるレクチャー

日経ウーマン エンパワーメント コンソーシアム

【リモート】職
場における
「ニューロダイ
バーシティ」の
重要性

4/21(火) 15-17時
【リアル】超ショー
トプレゼン＆ノウハ
ウ共有大会＋懇親会
@日経ビル2F 
Space NIO

【リモート】有識者
によるレクチャー

8/28（金) 7:30-
9:30【リアル】
社長会 @ホテル
ニューオータニ 【リアル】何でも聞

いて！ ナレッジ共有
大会＋懇親会

【リモート】有識者
によるレクチャー

役員ラウンドテーブル
【リアルまたはオンライン（未定)】【リモート】有

識者によるレク
チャー

【リモート】「女
性が活躍する会社
BEST100」上位企
業の事例

1 | Input（勉強会・セミナー）
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1 | Input（媒体特典）
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日経ウーマンWeb 年額プラン提供 ※4月より媒体名が日経xwomanから日経ウーマンWebにリニューアルします！

4 0 ～ 5 0 代子 育 て 世 代

日 経 ヘ ル ス

日 経 ウ ー マ ン2 0 ～ 3 0 代

https://woman.nikkei.com/
月間PV:約261万、月間UU:約114万
登録会員数：約37万人

https://woman.nikkei.com/
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時期 ：

ターゲット ：

採録 ：

●2024年9月

参加者総数/1303名（会場聴講102名含む）

事前登録者数/1608名

●2024年12月

参加者総数/1268名（会場聴講73名含む）

事前登録者数/1127名

5段告知

2 | Output（発信）

2026年9月10日（丸ビルホール）開催予定、3月1週目（渋谷）開催予定

経営者、ビジネスパーソン全般

日本経済新聞（朝刊2P掲載予定）、日経ビジネス、日経ウーマン

「日経SDGsフェス」に合わせて年間2回開催され、専門家や先進企業が議論する「ジェンダーギャップ会議」に登壇い

ただけます。9・３月開催のうち、登壇はいずれか1回です。

「ジェンダーギャップ会議」登壇

過去の参加者数



2 | Output（発信）
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「ジェンダーギャップ会議」視聴者属性
※2025年開催実績

女性の視聴者や以下属性の視聴者が多い傾向です。
役職：一般社員、課長クラス
職種：総務人事、経営者・役員
業種：金融・証券・保険、卸売り・小売業

D&Iや女性活躍に関心があるビジネスパーソン、
意思決定者層に幅広くリーチできます。



2 | Output（発信）

2025年10月30日朝刊掲載（2025年9月開催分）
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「ジェンダーギャップ会議」採録



2 | Output（発信）
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「ジェンダーギャップ会議」採録 ※同内容の原稿を一部レイアウト変更して掲載しております。

日経ビジネス 採録誌面（一部）日経ウーマン 採録誌面（一部）



2 | Output（発信）

日経ウーマンWeb（WEB）

ネイティブタイアップ【PR】
日経WOMAN（雑誌）

2Pカラータイアップ【PR】

日経BP 女性向け媒体タイアップ（いずれかを選択）

OR
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2 | Output（発信）

16

日経ウーマンWebは、キャリアに前向きな、女性達を応援するサイトです。

仕事や学び・教養、健康・美容、育児・教育、暮らし・マネーなど働く女性にとって必要な情報や

サービスをワンストップでお届けしています。

日経ウーマンWeb 媒体概要



2 | Output（発信）
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日東電工様
https://woman.nikkei.com/atcl/column/23/060200133/032400112/

アクサ・ホールディングス・ジャパン様
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/051300011/033100253/

日経ウーマンWeb タイアップ(PR) 掲載事例 ※掲載時は日経xwoman

https://woman.nikkei.com/atcl/column/23/060200133/032400112/
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/051300011/033100253/


2 | Output（発信）※赤字記載部分が今年度より変更されます。
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日経ウーマンWeb タイアップ誘導プラン

①⑧⑨のメニューは広告誘導ではないため、広告レポートには掲載されません。



《誘導プラン案》500,000円
想定PV：300～400程度

誘導メニュー 掲載期間
掲載料

(imps)* 掲載場所

Run of NIKKEIレクタングル 1ヶ月間
500,000/1円

*

日経電子版トップページおよび記事面ページ、
セクショントップページ、日経会社情報DIGITAL、

日経リスキリング、日経のその他サービス 、
日経電子版モバイル、日経電子版アプリ

（第三者配信の場合は電子版アプリには配信されません）

サイズ 形式・容量
アニメーショ

ン
ALTテキスト 備考

300×250  pixel

HTML5
150KB以内

GIF/JPEG/PNG
150KB以内

300×250 または
600×500 pixel

可
(35秒以内停

止）
不可

※「Run of NIKKEI」および
「ターゲティング

レクタングル（サイトカテゴ
リー）」で第三者配信の場合、
アプリには配信されません。

2 | Output 日経電子版誘導ブースト
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【入稿規定】

・レクタングル・テキスト原稿は ds.nyuko@nex.nikkei.co.jp と営業担当者へ掲載開始日および配信日の5営業日前（土・日・祝日を除く）までに、

 メール添付で入稿してください。

【日経電子版誘導枠 免責事項】

・27年2月末～4月初旬～は繁忙期となるためこの期間は1imp/1.2円となり、上記のimp数より掲載量が減ります。

  この時期の在庫状況は予め営業担当までご確認をお願い致します。

・新規広告主の場合は弊社所定の審査が必要です。必要な書類をご用意いただくことがありますので、次頁記載の「問い合わせ・申し込み」アドレスにご連絡ください。

・最低掲載期間は連続した5日間とします。

・インプレッション保証の広告商品につきましては、掲載期間中の毎日の配信および日ごと・時間ごとの均等配信は保証いたしません。

・万一表示の不具合等があった場合、翌営業時間内の対応となります。 この間の掲載の不備については免責とさせていただきます。

・掲載されたスクリーンショットは提供しません。

・広告主様へのリポート項目は、配信数とクリック数、CTRが標準です。 顧客満足度およびサービスの向上のため、掲載原稿についての調査を実施することがあります。

・ユーザーの閲覧環境によっては、広告が配信できない、正しく表示されない、またはクリックしてもリンク先へ誘導できない可能性があります。

・日経電子版iOSアプリではリンク先をアプリ内ブラウザで表示しています。 そのため、サイト内に新規タブや新規ウィンドウで画面遷移が発生するような構成の場合、

その画面遷移が正常に動作しない可能性があります。

・天災、または停電・通信回線の事故など、不可抗力により広告掲載を中止する場合があります。

・報道内容やユーザビリティー改善のための画面構成変更に伴い、広告掲載場所が変更になる場合があります。

・ブラウザ表示サイズによっては、PCでモバイル用広告が、モバイルでPC用広告が表示されることがあります。

日経ウーマンWebタイアップ記事の誘導を日経電子版でも補うことで、日経電子版のコア読者層であるビジネスパーソンからの流入を図ります。レクタング
ルの広告枠のいずれかにランダムに掲載されます。ビューアビリティー（広告の可視性）の高い配信により、全てのインプレッションでユーザーに確実に
メッセージをお届けします。

NEW!
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職場でリーダーとして活躍する、あるいはリーダーを目指す女性。

年代は、30－40代を中核に、働く全ての年代の女性達

役職者（係長、主任クラス以上）が44.2％

キャリアアップに前向き（80.6％）で、自身のキャリア価値を高めることに意欲的

過半数が転職に関心あり

日経WOMAN 媒体概要

創刊：1988年4月
発行部数： 2023年（1〜12月) ABC部数 39,998部
版型：Ａ４変型判
発行日：毎月７日発売（年１２冊）
販売方式：全国書店・コンビニエンスストア
定価：680-930円

30～40代が中核読者。
20代は1割程度。

役職者(係長・主任クラス以上)44.2%

役職
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明治安田生命保険様

日経WOMAN 掲載事例



プロジェクトサイト内「エンパワーメントレポート」にて、貴社のダイバーシティへの取組みや最前で働く

従業員の姿を1名様分取材させていただきます。

※タイアップの誘導枠またはエンパワーメントレポートをご選択いただけます。

2 | Output（発信）

22

エンパワーメントレポート ※チャンピオン協賛のみの選択メニュー



3月8日の国際女性デー、8月末開催予定の「日経ウーマン エンパワーメント コンソーシアム 社長会」に合わせて、

女性活躍やダイバーシティー推進に向けた参画企業様のメッセージを

日経新聞朝刊にてご紹介します。

※協賛社数によってスペースは変動します。

2025年8月29日掲載例

3 |Action（企業活動訴求）
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(拡大図）

日経新聞 朝刊 メッセージ発信連合企画

2025年3月8日掲載例



太陽生命 （３/8)野村ホールディングス
(3/8 )

エスエス製薬 (3/8)

明治安田生命（3/7）
東京都 (3/8) 

高専Gコン2025 (3/8) 

日経ウーマンエンパワーメント
プロジェクト 女性デーメッセージ
(3/8)

※3/7 (金)・3/8 (土)国際女性デー当日

（ご参考）2025年3月8日、7日 朝刊 全国版 国際女性デー関連紙面実績



NECソリューションイノベータリシュモンジャパンみずほフィナンシャルグループ健康経営「国際女性デー」特集エスエス製薬日本コカ・コーラ

エスエス製薬明治安田生命野村ホールディングス高専Gコン日経ウーマンエンパワーメント
プロジェクト 女性デーメッセージ

JKA

（ご参考）2024年3月8日 朝刊 全国版 国際女性デー紙面実績

企業広告としてダイバーシティーや女性活躍を発信する企業様が増えています。

25



～先進的企業のダイバーシティーに関する取り組み～
みずほフィナンシャルグループ

マネックス証券
SMBC

（ご参考）2023年3月8日 朝刊 全国版 国際女性デー紙面実績

※敬称略

企業広告としてダイバーシティーや女性活躍を発信する企業様が増えています。

MS&AD 日本コカ・コーラ 第一三共ヘルスケア 女性の健康セミナー

野村ホールディングス アサヒ飲料
26



（ご参考）2022年3月8日 朝刊 全国版 国際女性デー紙面実績

※敬称略

ツムラ 大和証券 日本コカ・コーラ 女性デー企画

太陽生命 沢井製薬 ニューバランス W Society

企業広告としてダイバーシティーや女性活躍を発信する企業様が増えています。

27



（ご参考）2023年 国際女性デー特別シンポジウム in NY

28

2023年3月6日～17日・NY。国連のサイドイベントとしてCommission on the Status of Women（CSW）が開催され、

世界的にダイバーシティーや女性活躍に注目が集まりました。このタイミングに合わせて本プロジェクトも、

「NIKKEI WOMEN EMPOWERMENT PROJECT INTERNATIONAL WOMEN’s DAY SYMPOSIUM」

を開催。ロールモデルとなるリーダーから、ダイバーシティーとリーダーシップ、テクノロジーと女性といったテーマで日米の事例を

紹介いただきました（3月6日 13:00 ～17:00 ニューヨーク・Japan Societyにおいて約90名の参加）。



日経電子版は日本最大級の経済メディアで、月間PVは2億以上、月間UBは約4500万に達します。

現在の会員数は583万、うち有料会員は81万人です。

電子版会員（無料会員を含む）の多くが大都市圏に住む30～50代男性、半数以上が世帯年収600万円以上です。

※2022年9月末時点

（ご参考）日経電子版 媒体概要

29



会員企業のジェンダー平等&ダイバーシティ経営への取り組みを記事化しメディアに掲載します。

また、特別料金にて記事を抜き刷りにしてご提供し、人材獲得ツールとしてご利用いただけます。

日経グループのイベントでも配布いたします。

会員企業のジェンダー平等&ダイバーシティ経営への取り組みを記事化してメディアに掲載する

ほか、日経ビジネスなどへのロゴ掲載により、ジェンダー平等&ダイバーシティ経営の活動を株

主・投資家に訴求できます。

❶新卒・中途採用につながるブランディング

❷株主・投資家に対する活動の訴求

日経ウーマン エンパワーメントプロジェクト メンバーシップについて

会員企業のジェンダー平等&ダイバーシティ経営への取り組みを記事化しメディアに掲載します。

また、特別料金にて、記事を抜き刷りにしてご提供し、人材獲得ツールとしてご利用いただけま

す。日経グループのイベントでも配布いたします。

経営者・幹部が、先進企業など他社の経営者・幹部と意見交換できる場をご提供いたします。

❸ 消費者に対する企業、商品のイメージアップ

❹ 経営者・幹部の意見交換の場を提供

❺ 自社の活動のレベルアップ

研究会／交流会により、先進企業の制度、運営、育成方法を学べます。これにより自社のジェン

ダー平等&ダイバーシティ経営への取り組みをレベルアップできます。 30



本企画書の内容は、変更される可能性がございます。

あらかじめご了承をお願いいたします。

●日本経済新聞社 メディアビジネス

日経ウーマンエンパワーメントプロジェクト事務局

wep3@nex.nikkei.co.jp（橋本）

●日経BP

wep@nikkeibp.co.jp（平田・猪谷）

●お問い合わせ／資料請求

  https://secure.nikkeibpm.co.jp/dform/form.php?form_no=2165

お問い合わせ

mailto:wep3@nex.nikkei.co.jp
mailto:wep@nikkeibp.co.jp
https://secure.nikkeibpm.co.jp/dform/form.php?form_no=2165
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